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一
般
社
団
法
人
日
本
洋
装
協
会
の
活
動
に
、
¨

格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御

一

礼
申
し
上
げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

当
協
会
は
、　
一
九
四
七
年

「
Ｎ
Ｄ
Ａ
日
本

”

洋
装
協
会
」
と
し
て
発
足
し
、
ま
も
な
く
創

一

立
八
十
周
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
一

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
長
年
に
わ
た
り
洋
裁
を

一

愛
し
、
技
術
を
磨
き
、
次
世
代
へ
と
継
承
し

中

て
く
だ
さ
っ
た
会
員
の
皆
様
の
お
力
添
え
の
　
中

賜
物
と
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
　
　
”

近
年
、
社
会
の
価
値
観
や
生
活
様
式
は
多

一

様
化
し
、
特
に
こ
こ
十
年
間
の
日
本
に
お
け

一

る
情
報
形
態
は
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。
ス
　
”

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及
に
よ
り
、
”

情
報
と
の
出
会
い
方
、
そ
し
て
人
の
流
れ
そ

一

の
も
の
が
大
き
く
変
わ

っ
て
き
て
い
ま
す
。
一

そ
う
し
た
中
に
あ
つ
て
も
、
洋
裁
は

「自
ら

¨

の
手
で
創
り
出
す
喜
び
」
「技
術
の
大
切
さ
」

一

を
伝
え
る
文
化
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
時
代

”

に
こ
そ
求
め
ら
れ
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り

い

ま
す
。
当
協
会
は
、
会
貝
拡
大
を
目
標
と
し
、
輸

を
広
げ
、
洋
裁
に
携
わ
る
方
々
の
交
流
と
研

鑽

の
場
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、

洋
裁
技
術
を
未
来

へ
受
け
継
ぐ
た
め
の
人
材

育
成
と
活
動
を
強
化
し
、
よ
り
多
く
の
人
々

に
洋
裁
の
魅
力
を
伝
え
て
ま
い
り
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
技
能
豊
か
な
先
生
方
に
よ
る
講

習
会
や
研
究
会
、

フ
オ
ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
や
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、

モ
ー
ド
通
信
や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
活
用
し

輝
け日
本
洋
装
協
会
（
一
社
）
日
本
洋
装
協
会

会
長
　
伊
賀
　
玲
子

た
広
報
活
動
、
さ
ら
に
は
遠
方

へ
の
情
報
発

信
と
し
て
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
用
い
た

取
り
組
み
も
行

っ
て
お
り
ま
す
。

来
年
四
月
十
人
日
（土
）
に
は
、
第
七
回
、

Ｎ
Ｄ
Ａ
ク
チ
ュ
ー
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
開
催

い
た
し
ま
す
。
会
員
と
認
定
校
生
と
の
技
能

の
融
合

の
場
と
し
て
、
三
年
ご
と
に
開
催

し
て
い
る
当
協
会
独
自

の
フ
ァ
ツ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
で
す
。
華
や
か
で
楽
し
い
シ
ョ
ー
と

な
り
ま
す
よ
う
、
ど
う
ぞ
皆
様
の
お
力
添
え

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
さ
ら
に
来
年
秋
、

十

一
月
に
は

「
２
０
２
６
全
日
本
洋
装
技
能

コ
ン
ク
ー
ル
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
創
造
力

と
楽
し
さ
を
詰
め
込
ん
だ
作
品
を
心
よ
り
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
ご
意
見

。
ご
要
望
、
さ
ら
に
は
地

方
か
ら
の
情
報
な
ど
も
幅
広
く
お
寄
せ
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
祝
賀
会

ら
せ

令
和
８
年

場
所

ホ
(

新
入
会
員

山
本
　
絢
子

（神
奈
川
県
）
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＝
Ｎ
Ｄ
Ａ
ニ
ュ
ー
ス
Ｈ

Ｆ
耐一〕
く
、ヽ＼騨
“す
ｏ
口
く
ｏ
●
∽ｏ
●
す０
ヽ
」
０
＼

令
和
７
年
度

全
技
連
マ
イ
ス
タ
ー
認
定
者

鈴
木
　
和
枝

（茨
城
県
）

高
橋
　
里
子

（埼
玉
県
）

峰
　
早
百
合

（長
崎
県
）

令
和
７
年
度

国
家
検
定
婦
人
子
供
注
文
服
製
作

一
級
合
格
者

二
級
合
格
者

高
倉
美
代
子

高
橋
　
某
実

鈴
木
　
好
夫

小
田
島
久
美

植
田
　
峯
子

松
本
　
佳
子

佐
藤
　
睦
子

発
　
　
恵
理

宮
崎
み
ど
り

仲
西
　
泰
代

落
合
　
祥
子

斎
藤
　
真
紀

山
口
　
洋
子

武
藤
　
祥
子

漆
畑
　
睦
美

末
永
志
穂
子

（宮
城
県
）

（宮
城
県
）

（茨
城
県
）

（千
葉
県
）

（千
葉
県
）

中三井植
野根上元

美智千マ
保依秋キ

池小佐
田柴々
員木

蔦皇学

令
和
７
年
９
月
９
日
（火
）

２
０
２
６
全
日
本
洋
装
技
能
コ
ン
ク
ー
ル
合
同
委
員
会

令
和
７
年
９
月
１９
日
（金
）

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
開
催

フ
ア
ツ
シ
ョ
ン
イ
ラ
ス
ト
デ
ザ
イ
ン
画
の
書
き
方

講
師
　
岡
本
あ
づ
さ
先
生

令
和
７
年
１０
月
４
日
（土
）

秋
の
セ
ミ
ナ
ー

（教
育
部
）

パ
ン
ツ
原
型
か
ら
デ
ザ
イ
ン

パ
タ
ー
ン
設
計
及
び
体
型
補
正

講
師
　
矢
野
　
弘
子
先
生

東
京
洋
服
会
館

ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル

令
和
７
年
１０
月
１７
日
（全
）～
２０
日
（月
）

第
６３
国
技
能
五
輪
全
国
大
会

愛
知
県
国
際
展
示
場

令

和

７

年

１１

月

１６

日

（
日

）
、

１１

月

３０

日

（
日

）

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
パ
タ
ー
ン
講
習
会

城
東
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

（綾
瀬
校
）

令
和
８
年
１
月
１６
日
（金
）

新
年
祝
賀
会

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷

（瑠
璃
西
の
問
）

令
和
８
年
１
月

既
製
服
パ
タ
ー
ン
検
定

令
和
８
年
２
月
２７
日
（金
）～
３
月
２
日
（月
）

機
能
グ
ラ
ン
プ
リ
大
会
２
０
２
６

イ
ン
テ
ツ
ク
ス
大
阪

令
和
８
年
４
月
１８
日
本土
）

第
７
回
Ｎ
Ｄ
Ａ
ク
チ
ュ
ー
ル
コ
レ
ク
ンヽ
ョ
ン

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷

（瑠
璃
の
間
）

長長佐大神東神神
崎崎賀阪奈京奈奈
県県県府川都川川VヤVヤ

県
▼
県県



2025年■月20日 NDAモード通信 (2)280号

ミ
シ
ン
糸
を

深
掘
り
し
て
み
ま
し
ょ
う

ア
ズ
マ株
式
会
社
Ａ
Ｓ
Ｃ
推
進
室
室
長
　
蝸わ
キ
谷
　
際
曇
婦

洋
服
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
ミ
シ
ン
糸
は
、

単
な
る
消
耗
品
で
は
な
く
、
縫
製
品
質
を
左

右
す
る
重
要
な
要
素
で
す
。
糸
は
ミ
シ
ン
の

経
路
を
通
過
す
る
際
や
生
地
を
貫
通
す
る
際

に
摩
擦
や
引
張
り
の
力
を
受
け
、
そ
の
張
力

や
毛
羽
立
ち
の
状
態
に
よ
つ
て
縫
い
目
の
安

定
性
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
フ
イ
ラ
メ
ン

ト
糸
は
光
沢
と
強
度
に
優
れ
、
ス
パ
ン
糸
は

綿
に
近
い
風
合
い
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
用
途

に
応
じ
て
選
ば
れ
ま
す
。
ま
た
、
同
じ

「
６０

呑
手
」
で
あ

っ
て
も
基
準
が
異
な
る
場
合
が

あ
る
た
め
、
針
や
テ
ン
シ
ョ
ン
の
調
整
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
糸
の
特
性
を
理
解
す
る
こ
と

は
、
パ
ツ
カ
リ
ン
グ
や
縫
い
シ
ワ
な
ど
の
ト

ラ
ブ
ル
対
策
に
も
直
結
し
ま
す
。

講
習
会
で
は
、
こ
れ
ら
に
加
え
て
、
熱
で

溶
け
て
接
着
で
き
る
糸
や
ス
テ
ン
レ
ス
糸
、

接
着
用
糸
、
静
電
防
止
糸
な
ど
の
特
殊
糸
に

つ
い
て
も
紹
介
し
ま
し
た
。
糸
は
単
に
表
に

見
え
る
だ
け
の
存
在
で
は
な
く
、
機
能
性
や

縫
い
や
す
さ
を
支
え
る
「裏
方
の
主
役
」
で
す
。

今
後
も
縫

製
現
場
の
工

夫
と
と
も
に
、

よ
り
良
い
も

の
づ
く
り
に

役
工立
て
て
い

た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

ボ

リ

ュ
ー
ム
袖
、フ
ラ
ウ

ス

ー

日

セ
ミ

ナ

ー

廣
谷
き
く
ゑ

（千
葉
県
）

６
月
１４
日
、
ア
ズ

マ
株
式
会
社

３
階

Ｔ

Ｓ

Ｕ

Ｋ

Ｕ

Ｒ

Ｏ

Ｕ

に

終

い

て

ワ

ー

ク

シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
ま
し
た
。
体
験
希
望
者

３
名
は
京
都
麻
織
布
よ
り
好
み
の
色
を
選
び
、

タ
ッ
ク
ギ
ャ
ザ
ー
の
パ
フ
ス
リ
ー
ブ
、
ギ
ャ

ザ
ー
ス
リ
ー
ブ
、
フ
レ
ア
ス
リ
ー
ブ
の
３
型

の
中
か
ら
選
択
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
型
紙

調
整

・
裁
断

。
工
業
用
ミ
シ
ン
の
操
作

。
バ

キ
ュ
ー
ム
ア
イ
ロ
ン
の
使
い
方
を
学
び
、
１

日
で
涼
し
げ
で
素
敵
な
ブ
ラ
ウ
ス
を
仕
上
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

学
ん
だ
ポ
イ
ン
ト
は
、

①
後
ろ
明
き
の
行

っ
て
来
い
始
末

②
ギ
ャ
ザ
ー
袖
の
寄
せ
方

③
三
巻
器
具
の
使
い
方

④
今
風
の
肩
回
り
と
袖
ぐ
り
始
末
に
よ
る

シ
ル
エ
ッ
ト
の
再
認
識
の
４
点
で
し
た
。

参
加
者

の
山
田
さ
ん
も
Ｏ
ｐ
年

Ξ
①
デ
ザ

イ
ン
を
好
み
、
昨
年
来
流
行
の
ボ
リ
ュ
ー
ム

袖
に
躊
躇
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
体
験

を
大
変
喜
び
、
今
後
も
流
行
を
取
り
入
れ
る

参
考
に
な
る
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
各
ア
ト

リ
エ
で
も
活
か
せ
る
内
容
だ

っ
た
と
思

い

ま
す
。
指
導
は
佐
藤
、
廣
谷
、
リ
ビ
で
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
企
画

・
場
所

・
設
備
を
ご

提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
ア
ズ

マ
株
式
会
社
様

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

大
阪

・
関
西
万
博
を
見
学
し
て

富
澤
三
喜
子

（東
京
都
）

５
月
２９
日

・
３０
日

。
３‐
日
の
２
泊
３
日
、

３
人

（小
幡
、
臼
井
、
富
澤
）
で
、
大
阪
に

行

っ
て
き
ま
し
た
。

一
番
の
目
的
は
フ
ラ
ン
ス
館
に
展
示
さ
れ
て

い
る
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
デ
イ
オ
ー
ル
の
作
品
を

見
る
こ
と
で
し
た
。
私
た
ち
３
人
は
デ
イ
オ
ー

ル
作
品
を
研
究
し
て
お
り
、
そ
の
ク
オ
リ

テ
ィ
ー
を
確
か

め
る
た
め
の
訪

問
で
し
た
。
作

品
は
少
々
デ
ザ

イ
ン
が
異
な

つ

て
い
ま
し
た
が
、

と
て
も
参
考
に

な
り
ま
し
た
。

日
本
館
、
ア
メ
リ
カ
館
、

フ
ラ
ン
ス
館
、

イ
ギ
リ
ス
館
な
ど
は
大
変
人
気
が
あ
り
、
入

場
す
る
に
は
１
時
間
以
上
並
ば
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
‐６０
を
超
え
る
国

。
地
域
、

国
際
機
関
、
さ
ら
に
１３
の
民
間
パ
ビ
リ
オ
ン

が
出
展
し
て
お
り
、
大
変
賑
わ

っ
て
い
ま

し
た
。
何
と
い
っ
て
も

一
番
の
見
ど
こ
ろ
は
大

屋
根
リ
ン
グ
で
す
。
「多
様
で
あ
り
な
が
ら
、

ひ
と
つ
」
と
い
う
万
博
の
理
念
を
表
し
、
高

さ
‐２
メ
ー
ト
ル
、　
一
周
２
キ
ロ
の
世
界
最
大

級
の
木
造
建
築
物
で
す
。

私
た
ち
も
歩
い
て
き
ま
し
た
が
、
上
か
ら

見
る
と
円
の
中
心
部
は
森
に
な

っ
て
お
り
、

故
策
が
で
き
ま
し
た
。
夜
に
は
水
辺
で
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
あ

り
、
噴
水
シ
ョ
ー
や

ド
ロ
ー
ン
で
描
か
れ

る
幻
想
的
な
絵
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

Ｄ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｈ
フ

ァ
ッ
シ

ョ
ン
展

高
橋
　
里
子

（埼
玉
県
）

東
京

・
渋
谷
で
フ
ア
ッ
シ
ョ
ン
展
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
本
展
は
、
美
し
い
衣
装
の
展

示
と
と
も
に
「洋
服
に
潜
む
危
険
性
」
と

「服

の
構
造
の
巧
妙
さ
」
を
テ
ー
マ
に
構
成
さ
れ

て
い
ま
し
た
。　
一
般
的
な
展
覧
会
と
は
、
異

な
る
視
線
か
ら
の
見
せ
方
で
非
常
に
興
味
深

い
内
容
で
し
た
。
例
え
ば
、
１９
世
紀
半
ば
に

流
行
し
た

「
パ
リ

・
グ
リ
ー
ン
」
は
、
と
て

も
鮮
や
か
な
緑
色

を
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
染

料
に
は
ヒ
素
が
含

ま
れ
て
お
り
、
着

用
者
が
中
毒
症
状

を
起
こ
す
危
険
な

色
だ

っ
た
の
で
す
。

よ

　
「
」
・
「
】

会
場

の
入
り
口
に
は
、
１９
世
紀
末

の
女
性

用
乗
馬
服
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
当
時

の
正
式
な
乗
馬

ス
タ
イ
ル
は
横
乗
り
で
、
落

馬

の
危
険
性
が
高

い
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
乗
馬
時
に
足
を
隠
す
た
め
の
極

端
に
長
い
ス
カ
ー
ト
は
、
そ
の
ま
ま
で
は
歩
行

が
困
難
で
す
。
そ
こ
で
、内
部
の
リ
ボ
ン
に
よ
つ

て
形
を
調
整
で
き
る
仕
組
み
が
施
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
構
造
面
も
見
ど
こ
ろ
の
一
つ
で
し
た
。

展
示
は
約
３０
体
に
及
び
、
１８
～
‐９
世
紀
の

婦
人
服
や
紳
士
服
が
並
び
ま
し
た
。
こ
の
展

覧
会
は
１１
月
末
に

ク半

・
分
解
展

大
阪
″
と

し
て
開
催
予
定
で
す
。
皆
様
も
ぜ
ひ
、
時
代

が
生
ん
だ
「美
」

と

「危
険
」
を

体
感
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
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ｋ
職
人
の
小
技

④

確
り
と
し
た
釦
付
け

／

子
…

―
′
♂

千
田
　
芳
江

　
．

絹
穴
糸
で
付
け
た
釦
は
取
れ
や
す
い
た
め

白
瀬
顧
間
の
実
技
に
よ
る

「確
り
と
し
た
釦

付
け
」
の
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

釦
付
け
で
は
、
釦
穴
と
糸
と
の
相
性
が
大

切
で
す
。
絹
穴
糸
の
穴
に
は
麻
の
ツ
レ
デ
糸

が
最
適
で
す
。
ア
イ
ロ
ン
で
糸
の
継
り
を
整
え

メ
リ
ヶ
ン
短
針
４
番
で
２
本
取
り
約
４０
ｃｍ
を

用
い
ま
す
。
玉
結
び
を
し
、
釦
位
置
か
ら
０
・
５

硼
離
れ
た
と
こ
ろ
に
針
を
刺
し
て
始
め
ま
す
。

釦
付
け
は
、
釦
穴
の
形
状
に
合
わ
せ
て
２

回
ず

つ
糸
を
通
し
、
身
頃
の
厚
さ

十
０
・
２
硼
ヽ

約
０
・
７
ｃｍ
の
脚
を
作
り
ま
す
。
根
巻
き
は
釦
裏

で
縛

っ
て
か
ら
き
つ
く
巻
き
、
途
中
で
２
回

根
巻
き
に
刺
し
て
根
元
ま
で
巻
き
、
さ
ら
に

２
回
刺
し
抜
き
し
て
直
立
さ
せ
ま
す
。
次
に

裏
に
出
し
た
糸
は
、
付
け
根
で
２
回
刺
し
て

０
・
５
ｃｍ
離
れ
た
所
で
糸
を
切
り
、
玉
結
び
も
切

り
取
り
ま
す
。
裏
釦

（座
釦
）
の
使
用
時
も

根
巻
き
作
り
迄
は
同
じ
で
、
裏
に
出
し
た
糸

は
身
頃
と
裏
釦
の
間
に
２
回
刺
し
て
、
あ
と

は
同
様
に
処
理
し
ま
す
。

化
繊
糸
の
穴

（機
械
穴
）
に
は
化
繊
糸
で

釦
付
け
、
綿
布
に
は
厚
さ
に
応
じ
て
８
呑
～

３０
番
の
木
綿
糸
、
絹
繊
物
に
は
布
地
の
強
弱

に
合
わ
せ
て
ツ
レ
デ
糸

・
絹
穴
糸

・
木
綿
糸
が

適
し
て
い
ま
す
。
ベ

ス
ト
な
ど
動
き
の
多

い
服
に
は
、
ユ
ト
リ

量
や
釦
穴
の
大
き
さ

と
釦
付
け
脚
の
長
さ

へ
配
慮
が
必
要
で
す
。

「
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
技
術
向
上
セ
ミ
ナ
ー
」

（文
化
新
原
型
を
使
っ
た
展
開
操
作
と
展
開
方
法
）

佐
藤
　
悦

子

（東
京
都
）

令
和
７
年
５
月
１１
日
、
東
京
都
台
東
区

ア
ズ

マ
株
式
会
社
に
て
、
文
化
学
園
大
学
非

常
勤
講
師
の
鹿
島
和
枝
先
生
を
お
迎
え
し
て

セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー

の
前
半
は
新
原
型
の
説
明
と
ダ
ー
ツ
移
動
の

展
開
説
明
と
実
習
で
す
。
文
化
原
型
の
改
訂

は
、
今
回
で
８
回
日
と
な
る
そ
う
で
す
。
参

加
者
に
よ
る
実
習
は
１
一２
の
原
型
を
使
用

し
て
、
紙
を
切
り
開
く
方
法
と
原
型
を
回
転

さ
せ
る
方
法
を
行
い
ま
し
た
。
後
半
は

「体

型
の
違
い
に
よ
る
補
正
方
法
の
例
」
を
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
用
し
て
解
り
や
す
く
説

明
さ
れ
ま
し
た
。

前
半
、
後
半
共
に
参
加
者
か
ら
盛
ん
な
質

屍
応
答
が
あ
り
、
と
て
も
有
意
義
な
セ
ミ

ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

セ
ミ

ナ

ー
に
参
加

し
て

滝
川
　
通
子

（茨
城
県
）

令
和
７
年
６
月
２９
日
、
都
立
城
東
職
業
能

力
開
発
セ
ン
タ
ー
足
立
校
に
て
フ
オ
ロ
ー

ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

私
が
参
加
し
た

コ
ー
ス
は
、
縫
製

コ
ー
ス

「
毛
芯
仕

立
て
の
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
」
で
す
。
『毛
芯
』

と
で
つ
未
知
の
世

界
に
胸
が
躍
り
ま
し
た
。

地
直
し
、
裁
断
、
く
せ
取
り
の
工
程
も
丁

寧
に
ご
指
導

い
た
だ
い
た
後
、
『毛
芯
』

の

登
場
で
す
。
糊
の
付
い
て
い
な
い
毛
芯
を
ど

の
よ
う
に
し
て
生
地
に
付
け
て
い
く
の
か
、

新
し
い
経
験
に
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
し
た
。

表
地
に
毛
芯
を
置
き
、
大
き
な
万
十
の
上

で
ト
ン
ト
ン
叩
き
な
が
ら
、
繊
維
同
士
が
絡

み
合
う
よ
う
に
な
じ
ま
せ
ま
す
。
立
体
を
意

識
し
て
生
地
を
持
ち
、
ハ
刺
し
を
し
て
い
く
。

毛
芯
側
か
ら
見
る
ハ
刺
し
の
縫
い
目
も
さ
る

事
な
が
ら
、
表
地
側
か
ら
見
た
小
さ
な
縫
い

跡
の
な
ん
と
も
言
え
な
い
美
し
さ
。
ま
さ
に

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
手
仕
事
、
職
人
技
、
ピ

ッ

タ
リ
く
る
言
葉
が
見
つ
か
り
ま
せ
ん
が
、　
一

つ
上
の
技
術
を
見
た
Ｉ
と
思
え
る
細
や
か
な

手
技

で
し
た
。
ジ

ャ

ケ
ッ
ト
の
美
し
い
立
体

ラ
イ
ン
を
意
識
す
る
想

像
力
と
、　
一
つ
一
つ
の

工
程
を
丁
寧
に
行
な
う

大
切
さ
、
そ
し
て
洋
裁

の
奥
深
さ
を
改
め
て
感

じ
る
事
が
で
き
た
貴
重

な
時
間
で
し
た
。

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
開
催

岡
本
あ
づ
さ
先
生
の
デ
ザ
イ
ン
画
の
描
き
方

広
報
部

高

橋

　

里

子

９
月
１９
日
、
理
事
会
に
て
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
で
あ
り
文
化
服
装
学
院
講
師
と
し
て

ご
活
躍
中

の
岡
本

あ
づ
さ
先
生
を
お

招
き
し
、
ワ
ン
ポ

イ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
　
一

を
開
催
し
ま
し
た
。

最
初
に
人
体
の
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
の
基

本
的
な
考
え
方
や
、
重
心
移
動

の
捉
え
方
、

顔
と
手
足
と
の
比
率
を
整
え
る
方
法
な
ど
、

具
体
的
な
例
を
交
え
な
が
ら
丁
寧
に
解
説
。

さ
ら
に
ギ
ヤ
ザ
ー
や
フ
レ
ア
ー
な
ど
デ
ィ

テ
ー
ル
の
描
き
方
、
素
材
感
を
表
現
す
る
工

夫
、
色
付
け
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
至
る
ま
で
、

多
彩
な
内
容
を
短
時
間
に
凝
縮
し
て
ご
指
導
。

「失
敗
か
ら
新
し
い
発
見
が
生
ま
れ
る
」
と

い
う
先
生
の
言
葉
は
、　
一
同
の
心
に
強
く
残

り
、
制
作
の
励
み
と
な
り
ま
し
た
。
実
践
で

は
ま
ず
顔
か
ら
描
き
始
め
、
基
準
と
な
る
バ

ラ
ン
ス
を
意
識
し
な
が
ら
枠
の
中
で
全
体
を

仕
上
げ
て
い
く
練
習
を
行
い
ま
し
た
。
同
じ

題
材
で
も

一
人

一
人
の
描
き
方
に
は
個
性
が

あ
ふ
れ
、
出
来
上
が
り
の
個
性
の
違
い
が
あ

り
興
味
深
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
配

色
の
付
け
方
に
関
す
る
先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス

に
は
、
新
た
な
発
見
が

あ
り
、
今
後
の
作
品
制

作
に
す
ぐ
役
立

つ
内
容

で
し
た
。
今
回
の
講
習

会
は
、
技
術
的
な
学
び

だ
け
で
な
く
、
表
現
の

楽
し
さ
や
奥
深
さ
を
改

め
て
感
じ
る
貴
重
な
機

会
と
な
り
ま
し
た
。
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も
の
づ
く
り

・
匠
の
技
の
祭
典
２０２５

池
田
　
幸
代

（神
奈
川
県
）

父ZPORT
A/οぅ77

日
本
の
も
の
づ
く
り
の
伝
統
と
、
先
端
技

”

術
を
広
く
紹
介
す
る
祭
典
で
、
今
年
は
記
念

”

す
べ
き
第
十
回
目
と
な
り
ま
す
。　
　
　
　
　
中

東
京
国
際
フ
オ
ー
ラ
ム
の
改
修
に
伴
い
、
一

会
場
を

「東
京
都
立
産
業
貿
易
セ
ン
タ
ー
浜

一

松
町
館
」

へ
移
し
、
令
和
７
年
７
月
２５
日

（金
）
～
２７
日
（日
）
ま
で
３
日
間
に
渡
り
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
来
場
者
は
３
日
間
で
約

３
万
６
千
人
で
す
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
副
都
知
事
の
ご
挨
拶

の
後
、
「
匠
」
の
文
字
を
か
た
ど

つ
た
大
型

オ
ブ
ジ
ェ
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
木
工
、
畳
、

左
官
な
ど
各
分
野
の
職
人
が
連
携
し
て
制
作

し
た
も
の
で
、
近
く
で
見
る
と
そ
の
技
術
の

緻
密
さ
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
彩
を
添
え
る

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
と
共
に
、
１０
周

年
に
相
応
し
い
荘
厳
な
演
出
で
し
た
。

初
日
に
は
サ
ポ
ー
タ
ー
の
１
人
で
あ
る
、

タ
レ
ン
ト

・
ゆ
う
ち
ゃ
み
氏
も
登
壇
し
、
若

年
層

へ
の
ア
ピ
ー
ル
も
図
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
会
場
は
、
２
階
か
ら
５
階
ま
で
の

フ
ロ
ア
構
成
と
な
り
、
２
階
に
衣

・
食

・
伝

統
文
化
ス
テ
ー
ジ
、
３
階
に
住

・
茶
室
、
４

階
に
工

・
職
業
訓
練

・
若
者
企
画
、
５
階
に

伝
統
工
芸

・
北
陸

支
援

・
全
国
ブ
ー

ス
と
分
か
れ
て
展

示
さ
れ
、
各
分
野

を
じ
つ
く
り
見
学

し
や
す
い
構
成
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

洋
装
協
会
と
し
て
は
ス
マ
ホ
ケ
ー
ス
作
り

や
お
人
形
さ
ん
の
洋
服
製
作
体
験
を
実
施
。

体
験
を
通
じ
て
感
じ
た
の
は
、
針
を
持

つ
子

ど
も
た
ち
の
集
中
力

の
高
さ
に
気
づ
く
な

ど
、
実
演
の
中
で
多
く
を
学
ぶ
機
会
と
な
り

ま
し
た
。
洋
裁
を
伝
え
る
意
義
に
つ
い
て
も
、

改
め
て
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

実
演
は
１
日
日
、
高
橋
広
報
部
長
の

「誰

で
も
作
れ
る
簡
単
ベ
レ
ー
帽
」
、
２
日
日
、
鈴

木
副
理
事
長
の

「
た
た
ん
で
簡
単
ソ
ー
イ
ン

グ
」、
３
日
目
、
富
澤
マ
イ
ス
タ
ー
会
担
当
部

長
の

「楽
し
い
お
袖
の
研
究
」
で
す
。
間
近

で
見
る
、
洋
裁
の
秘
訣
に
、
み
な
さ
ん
感
心

し
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
年
は

「ミ
ニ
チ
ェ
ア
ワ
ン
ピ
ー
ス

を
作
ろ
う
」
と
で
つ
新
し
い
企
画
が
あ
り
、
募

集
し
た
方
と
２
分
の
１
ボ
デ
イ
ー
で
作
る
指
導

を
伊
賀
会
長
が
、
担
当
補
助
に
鈴
木
副
理
事

長
と
高
橋
広
報
部
長
が
お
手
伝
い
致
し
ま
し
た
。

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
洋
装
協
会
と
他

２
団
体
の
合
同
フ
ア
ツ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
も
開

催
さ
れ
、
私
も
裏
方
と
し
て
初
参
加
致
し
ま

し
た
。
舞
台
の
袖
を
知
る
こ
と
で
準
備
の
重

要
さ
や
連
携
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

今
後
も
こ
の
よ
う
な

場
を
通
じ
て
、
多
く

の
分
野
の
匠
の
方
々

か
ら
の
刺
激
を
受
け
、

自
身
の
技
術
を
磨
い

て
い
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

地

区
だ
よ
り

第
８
回
　
ツ
ー
イ
ン
グ
ル
ー
ム
石
田

生
徒
作
品
展

・
即
売
会
を
終
え
て

土
師
由
布
子

（大
分
県
）

青
葉
が
目
に
し
み
る
五
月
十
七
日
か
ら

十
九
日
ま
で
、
生
徒
作
品
展

・
即
売
会
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。

作
品
展
示
は
二
十
八
名
、
来
場
者
は
三
日

間
で
九
十
二
名
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。
テ
ー
マ

は

「本
物
の
服
に
出
会
う
瞬
間
」
。
日
頃
か

ら
真
攀
に
服
作
り
に
取
り
組
ん
で
き
た
成
果

を
披
露
す
る
場
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
日
を
心
待
ち
に
し
て
い
た
来
場
者
は
、

会
員
の
友
人

・
知
人
に
と
ど
ま
ら
ず
、
広
告

を
見
て
遠
方
か
ら
足
を
運
ば
れ
た
方
々
も
あ

り
ま
し
た
。
会
場
で
は
洋
服
の
話
題
に
限
ら

ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
会
話
が
飛
び
交
い
、
温
か
く

賑
や
か
な
交
流
の
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

出
品
さ
れ
た
洋
服
は
、
丁
寧
．な
仕
立
て
と

上
質
な
生
地
に
加
え
、　
一
点
物
な
ら
で
は
の

魅
力
が
光
り
、
感
嘆
の
声
と
と
も
に
次
々
と

手
に
取
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

ま
た
、
会
貝
有
志
に
よ
る
昼
食
や
お
菓
子

は
、
参
加
者
の
胃
袋
と
心
を
満
た
し
、
互
い

の
絆
を
深
め
る
大
切
な
時
間
と
も
な
り
ま

し
た
。
会
の
開
催
に
は
準
備
や
運
営
な
ど
大

変
な
面
も
あ
り
ま
す
が
、
会
員
の
士
気
を
高

め
、
今
後
の
製
作

へ
の
励
み
に
も

つ
な
が

つ

て
い
ま
す
。

「千
葉
県
日
本
洋
装
技
能
士
会

２
０
２
５
年
度
前
期
研
修
会
」
報
告

塚
原
　
奈
月

（千
葉
県
）

５
月
皿
日
、
千
葉
県
日
本
洋
装
技
能
士
会

の
２
０
２
５
年
度
総
会
と
前
期
研
修
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
研
修
会
で
は
３
名

の
先
生
方
か
ら
貴
重
な
技
術
を
学
び
ま
し
た
。

千
田
芳
江
先
生
の

「
ひ
ね
り
を
入
れ
た

一

枚
袖
」
で
は
、
実
際
に

一
枚
袖
と
二
枚
袖
の

作
品
を
見
比
べ
て
、
ほ
と
ん
ど
違
い
が
判
ら

な
い
仕
上
が
り
に
驚
き
ま
し
た
。
作
図
の
際

に

「
ひ
ね
り
」
を
入
れ
る
時
の
ポ
イ
ン
ト
を
、

パ
タ
ー
ン
を
用
い
て
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
小
賀
公
恵
先
生
の

「あ
と
か
ら
付
け

る
ス
ラ
ッ
シ
ュ
ポ
ケ
ッ
ト
」
で
は
、
参
加
者

全
員
が
ポ
ケ
ッ
ト
を
仕
上
げ
る
実
技
を
行
い

ま
し
た
。
実
際
に
手
を
動
か
す
こ
と
で
構
造

や
工
程
を
し

つ
か
り
と
理
解
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
荒
川
浩
美
先
生
の

「巻
き
ロ
ッ

ク
の
角
縫
い
」
で
は
、
ロ
ッ
ク
ミ
シ
ン
の
操

作
技
術
だ
け
で
は
な
く
、
適
切
な
糸
選
び
の

重
要
性
も
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
サ
ン

プ
ル
を
見
な
が
ら
の
解
説
が
わ
か
り
や
す
く

糸
選
び
が
仕
上
が
り
に
大
き
く
影
響
す
る
こ

と
を
実
感
い
た
し
ま
し
た
。
ど
の
技
術
も
実

践
的
で
、
大
変
有
意
義
な
時
間
と
な
ヶ
ま

し
た
。
丁
寧
に
ご
指
導
く
だ
さ

っ
た
講
師

の
先
生

方
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。


